
 
 
令和 8 年 5 月 31 日（日） 

春の合同剪定会に参加しました 編 
 

今年も能代バイパス黒松友の会の春の剪定会初日に参

加しました。予想最高気温が 26℃と急に高くなりましたので，

暑さに慣れていないのに大丈夫かな？と心配でしたが，気

持ちの良い乾いた風が吹く，剪定日和となりました。会員や

関係者含め 50 人を越える参加者がありました。 

 

NW の松は，登録時に事務局の方が立派なものを選んで

下さいましたので，上部を剪定するには大きな脚立が必須

です。一人で全部を行なうのはなかなか大変ですので，今

回も講習会後から 14時過ぎまでは下半分を渡辺が，それ以

降は能代河川国道事務所の岡本大和さんに上半分をお願

いしました。 

昨年秋の剪定会でも悩みながら鋏を入れたにも関わらず，

気づけば何だかスカスカに＊。どうか枯れないで～と願って

いましたが，松は古くから不老長寿の象徴とされているだけ

あって，度重なる素人の強剪定にも，冬の寒波にも負けず，

あちこちから新芽が伸び，濃緑色の葉が茂っていました。 

 

講習会の松のようにはいかず，巡回されている講師の方

にご相談したところ，違う人が剪定しているので仕方ないこと

ではあるけれど，枝振りが上下で違うのは松の生育にとって

あまり良い状態とは言えないとのご指摘を受けました。上部

ほど茂っているので下部には上部ほど十分な日光が届いて

おらず，更に下半分は強剪定気味なので，光合成する葉も

不足しているとのご説明に納得。切りたくなる気持ちを抑え，

今回はかなり控えめにしてみました。 

根元には 10 個ほど固形肥料も撒きましたので，これから

どんな風に育っていくのか，秋の剪定会が楽しみです。 

 

翌日午後には，能代国道維持出張所の木村さんが剪定

枝葉 200 袋を木高研に運び入れて下さいました。今回も自

然乾燥させ，秋には製炭する予定です。 

 

ご指導下さいました講師の皆さま，ご準備・サポート下さ

いました事務局の皆さま，今回も大変，お世話になり有難う

ございました。 

文： 渡辺 千明 

 

*令和 7 年 10 月 26 日の活動レポート参照 

受付と開会式会場は，これまでの国道沿
いから少し奥に入ったところです。鳥のさ
えずりが響く緑に囲まれた気持ちの良い
空間でした。 

剪定後の下半分はいつもより控えめな剪
定です。少しずつ上下のバランスを整えら
れればと思います（上）。長さが異なる新芽
が密集していましたが，剪定量はさほど多
くなく上下合わせて土のう袋 2 個半でした

 

昨年秋の剪定会では 400 袋を搬入していた
だきましたが，製炭時に人手＆時間不足に
陥りましたので今回は半分にしました（上）。 
搬入された土のう袋には NW の松にはなか
った枝がいっぱい入ったものもありました
（下）。 


